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は
じ
め
に

「
国
士
舘
大
講
堂
」（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
に
は
、
三
名
の
人

物
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
人
は
国
士
舘
の
創
立
者
で
あ

る
柴
田
德
次
郎
で
あ
り
、
他
の
二
人
は
国
士
舘
を
支
援
し
た
野
田

卯
太
郎
と
緒
方
竹
虎
で
あ
る
。
野
田
は
国
士
舘
の
草
創
期
を
、
緒

方
は
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
国
士
舘
の
再
建
を
支
え
た
中
心
人

物
で
あ
っ
た
。
野
田
に
つ
い
て
は
、
熊
本
好
宏
「
国
士
舘
を
支
え

た
人
々
　
野
田
卯
太
郎
（
大
塊
）」（『
国
士
舘
史
研
究
年
報
　
楓

厡
』
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
の

で
、
こ
こ
で
は
戦
災
に
よ
っ
て
校
舎
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た
国
士

舘
の
再
建
に
大
き
な
支
援
を
与
え
た
緒
方
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
。緒

方
は
、
朝
日
新
聞
社
の
記
者
・
主
筆
を
経
て
政
治
家
と
な

り
、
一
九
五
五
年
一
一
月
に
自
由
民
主
党
結
党
を
成
し
遂
げ
た

後
、
次
期
の
自
民
党
総
裁
・
首
相
と
目
さ
れ
な
が
ら
急
死
し
た
人

物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
緒
方
の
生
涯
を
た
ど
る
た
め
の
最
も

国
士
舘
を
支
え
た
人
々

菊
池
　
義
輝

緒
方
　
竹
虎

1953 年　緒方竹虎
（国士舘史資料室所蔵）
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基
本
的
な
文
献
は
、
緒
方
竹
虎
傳
記
刊
行
會
編
著
『
緒
方
竹
虎
』

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
）
で
あ
り
、
渡
邊
行
男
『
緒
方
竹

虎
　
リ
ベ
ラ
ル
を
貫
く
』（
弦
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
も
こ

の
伝
記
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
緒
方
の
死
の
直
後
、
彼

と
所
縁
が
深
い
人
物
が
寄
稿
し
た
、
桜
井
清
編
『
回
想
の
緒
方
竹

虎
』（
東
京
と
福
岡
社
、
一
九
五
六
年
）
に
は
、
緒
方
に
ま
つ
わ

る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
学
術
研
究
の
分
野
で

は
、
栗
田
直
樹
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
栗
田
は
、
戦
前
・
戦
後

を
通
じ
て
緒
方
が
一
貫
し
た
自
由
主
義
者
で
あ
っ
た
点
を
強
調
す

る
伝
記
な
ど
と
は
異
な
り
、
新
聞
社
時
代
に
培
っ
た
情
報
管
理
の

手
法
と
人
脈
を
武
器
に
し
て
戦
時
・
戦
後
の
政
治
の
主
宰
者
と

な
っ
て
い
く
点
に
注
目
し
て
い
る
（『
緒
方
竹
虎
―
情
報
組
織
の

主
宰
者
―
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
日
本
歴
史
学
会
編

『
緒
方
竹
虎
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

緒
方
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
以
上
を
参
照
し
な

が
ら
、
以
下
で
は
緒
方
と
国
士
舘
と
の
関
わ
り
を
探
る
こ
と
を
通

じ
て
、
国
士
舘
創
立
一
〇
〇
周
年
に
至
る
歩
み
の
一
端
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
。

一
　
緒
方
の
略
歴

緒
方
竹
虎
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
月
三
〇
日
、
山

形
県
書
記
官
を
務
め
る
父
・
道
平
と
母
・
久
重
の
三
男
と
し
て
山

形
市
旅
籠
町
に
生
ま
れ
た
。
緒
方
が
四
歳
に
な
っ
た
一
八
九
二

年
、
父
親
の
福
岡
県
書
記
官
へ
の
異
動
に
伴
い
、
福
岡
市
へ
移
住

す
る
。
福
岡
師
範
学
校
附
属
小
学
校
、
福
岡
県
立
中
学
修
猷
館
に

学
ん
だ
後
、
中
国
相
手
の
商
売
を
行
う
志
を
抱
い
て
、
一
九
〇
六

年
、
東
京
高
等
商
業
学
校
（
現
一
橋
大
学
）
に
入
学
し
た
が
、

一
九
〇
八
年
七
月
に
退
学
。
こ
の
後
、
竹
馬
の
友
で
あ
っ
た
中
野

正
剛
の
す
す
め
に
よ
り
、
一
九
〇
九
年
九
月
、
早
稲
田
大
学
専
門

部
政
治
経
済
科
第
二
学
年
に
編
入
学
し
た
。
卒
業
後
の
一
九
一
一

年
一
一
月
、
朝
日
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
た
中
野
の
紹
介
に
よ
り

大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
社
。
イ
ギ
リ
ス
へ
の
留
学
期
間
を
挟
ん
で

朝
日
新
聞
社
で
の
地
歩
を
固
め
て
ゆ
き
、
一
九
二
五
年
二
月
、

三
八
歳
の
若
さ
で
東
京
朝
日
新
聞
の
編
集
局
長
と
な
り
、

一
九
三
四
年
四
月
東
京
朝
日
新
聞
の
主
筆
、
一
九
三
六
年
五
月
に

は
一
本
化
さ
れ
た
大
阪
朝
日
新
聞
、
東
京
朝
日
新
聞
の
主
筆
に
就

任
し
、
一
九
四
三
年
一
二
月
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
七
月
、
朝
日
新
聞
社
取
締
役
・
副
社
長
を
辞
任
し

た
後
に
政
界
へ
転
じ
、
小
磯
国
昭
内
閣
の
国
務
大
臣
兼
情
報
局
総

裁
、
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の
内
閣
顧
問
と
な
り
、
情
報
政
策
の
強
化

や
本
土
決
戦
に
備
え
た
国
民
義
勇
隊
の
組
織
化
に
尽
力
す
る
。

一
九
四
五
年
八
月
、
敗
戦
処
理
に
あ
た
っ
た
東
久
邇
宮
内
閣
で
は

国
務
大
臣
兼
内
閣
書
記
官
長
兼
情
報
局
総
裁
に
就
任
し
、
内
閣
全
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体
の
運
営
に
手
腕
を
ふ
る
っ
た
。
こ
の
後
、
一
九
四
六
年
八
月
に

公
職
追
放
の
指
名
を
受
け
、
一
九
五
一
年
八
月
、
追
放
を
解
除
さ

れ
た
。

一
九
五
二
年
一
〇
月
、
す
で
に
死
去
し
て
い
た
中
野
の
地
盤
で

あ
っ
た
福
岡
第
一
区
か
ら
衆
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し
、
初
当
選

を
果
た
し
た
。
以
後
、
第
四
次
吉
田
茂
内
閣
の
国
務
大
臣
兼
内
閣

官
房
長
官
（
の
ち
副
総
理
専
任
）、
第
五
次
吉
田
内
閣
の
国
務
大

臣
（
副
総
理
）
と
な
り
、
吉
田
の
退
陣
後
は
自
由
党
総
裁
に
就

任
。
内
閣
と
政
局
の
運
営
に
手
腕
を
発
揮
し
、
大
物
政
治
家
と
し

て
そ
の
存
在
感
を
増
し
て
い
っ
た
。
緒
方
の
宿
願
で
あ
っ
た
保
守

政
党
の
合
同
が
紆
余
曲
折
を
経
て
成
り
、
自
民
党
が
結
党
さ
れ
て

同
党
総
裁
代
行
委
員
に
就
任
し
た
直
後
、
一
九
五
六
年
一
月
二
八

日
、
急
性
心
臓
衰
弱
に
よ
り
六
八
歳
で
急
死
し
た
。

二
　
戦
前
の
国
士
舘
と
の
関
わ
り

緒
方
と
国
士
舘
と
の
関
わ
り
は
、
国
士
舘
の
創
立
者
で
あ
る
柴

田
德
次
郎
の
学
生
時
代
に
遡
る
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
六
（
昭
和

四
一
）
年
、
国
士
舘
創
立
四
五
周
年
の
記
念
講
演
に
お
け
る
柴
田

の
発
言
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
九
月
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
政

治
経
済
科
に
入
学
後
、
学
内
団
体
で
あ
る
「
筑
前
学
生
会
」
の
会

合
に
お
い
て
朝
日
新
聞
の
若
手
記
者
で
あ
っ
た
緒
方
と
出
会
っ
た

よ
う
だ
が
、
当
時
の
史
料
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
一
九
四
二
年
時
点
の
緒
方
の
回
想
で
も
「
今
か
ら

三
十
年
程
前
」、
す
な
わ
ち
一
九
一
二
年
頃
に
出
会
っ
た
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
柴
田
が
早
大
生
で
あ
っ
た
時
分
に
出
会
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
両
者
の
邂
逅
に
福
岡

県
出
身
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
用
し
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

緒
方
は
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
在
学
時
か
ら
同
郷
の
頭
山
満
の
厚

い
信
頼
を
受
け
て
お
り
、
柴
田
も
在
学
時
よ
り
頭
山
の
知
遇
を
得

て
い
た
。
同
じ
く
柴
田
が
在
学
時
に
知
遇
を
得
、
一
九
一
七
年

一
一
月
四
日
、
国
士
舘
の
開
校
式
に
お
い
て
訓
話
を
行
う
こ
と
に

な
る
中
野
と
緒
方
と
は
竹
馬
の
友
で
あ
っ
た
。
緒
方
と
柴
田
と
の

出
会
い
は
、
同
郷
の
頭
山
や
中
野
を
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

国
士
舘
に
対
す
る
緒
方
の
関
与
が
史
料
的
に
確
認
で
き
る
最
初

は
、
学
外
者
に
対
し
て
教
育
の
門
戸
を
開
い
た
国
士
舘
夏
季
講
習

会
の
第
一
回
・
第
二
回
の
講
師
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
の
政
治
部
長

で
あ
っ
た
緒
方
は
、
第
一
回
目
は
「
欧
米
の
思
想
に
就
て
」

（
一
九
二
二
年
八
月
）、
第
二
回
目
は
「
協
調
的
国
民
主
義
」

（
一
九
二
三
年
八
月
。
当
初
予
定
は
「
露
西
亜
我
観
」）
と
題
す
る

講
習
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、「
協
調
的
国
民
主
義
」
に
つ
い

て
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
お
け
る
緒
方
の
連
載
記
事
「
華ワ

シ
ン
ト
ン府
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会
議
を
顧
み
て
」（
一
）・（
五
）（
一
九
二
二
年
四
月
一
一
日
・
同

月
一
九
日
）
に
お
い
て
、
各
国
の
「
国
民
的
自
主
」
に
基
づ
く

「
国
際
協
調
」
を
「
協
調
的
国
民
主
義
」
と
捉
え
、「
争
覇
的
国
民

主
義
」
か
ら
「
協
調
的
国
民
主
義
」
へ
と
い
う
世
界
の
世
論
の

「
新
思
潮
」
が
国
際
協
調
を
謳
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
成
立
の
背

景
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
国
士
舘
の
講
習
会
に
お
け
る

「
協
調
的
国
民
主
義
」
は
こ
れ
と
同
趣
旨
の
内
容
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
第
一
回
講
習
会
の
際
に
実
施
さ
れ
た
朝
日
新

聞
社
の
見
学
は
、
緒
方
の
協
力
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
、

国
士
舘
の
創
立
に
貢
献
し
た
徳
富
蘇
峰
が
主
宰
す
る
国
民
新
聞
社

の
見
学
も
行
わ
れ
て
い
る
。
緒
方
は
、
東
京
朝
日
新
聞
社
編
集
局

長
と
な
っ
た
後
、
国
士
舘
の
教
員
に
よ
る
剣
道
・
柔
道
の
理
論
・

実
科
と
各
界
の
名
士
な
ど
に
よ
る
講
演
を
組
み
合
わ
せ
、

一
九
三
一
年
七
月
に
国
士
舘
専
門
学
校
に
お
い
て
開
催
す
る
と
し

た
「
第
二
回
文
武
夏
季
大
講
習
会
」
の
講
師
に
も
な
っ
て
お
り
、

国
士
舘
が
実
施
す
る
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
緒
方

は
一
九
二
五
年
四
月
に
創
設
し
た
国
士
舘
中
学
校
の
校
舎
の
新
築

に
対
す
る
寄
付
を
行
っ
て
お
り
、
資
金
面
で
も
国
士
舘
に
便
宜
を

図
っ
て
い
た
。

こ
の
後
も
、
緒
方
の
国
士
舘
へ
の
関
与
は
様
々
な
機
会
に
お
い

て
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
七
年
三
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ

た
、
国
士
舘
創
立
前
か
ら
の
支
援
者
で
あ
っ
た
野
田
卯
太
郎
の
追

悼
会
の
発
起
人
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
三
年
か

ら
一
九
四
一
年
に
か
け
て
、
国
士
舘
で
は
学
生
、
教
職
員
や
財
団

法
人
理
事
が
、
柴
田
の
理
事
辞
職
を
求
め
る
行
動
を
起
こ
し
た
。

こ
の
最
中
、
一
九
三
七
年
一
月
に
蘇
峰
が
起
草
し
た
「
国
士
舘
憲

則
」
は
、
柴
田
を
「
主
盟
」
と
し
て
国
士
舘
の
同
志
的
結
束
を
図

る
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
署
名
に
は
頭
山
な
ど
と
と
も
に
緒
方
も

名
を
連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
四
二
年
一
一
月
四
日
、
世
田

谷
で
開
催
さ
れ
た
国
士
舘
二
五
周
年
記
念
式
典
に
は
衆
議
院
議
員

で
あ
っ
た
中
野
と
と
も
に
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
柴
田
を
「
率
先
垂
範
」
の
教
育
者
で
あ
る
と
称
揚
し
て
い

る
。な

お
、
中
野
は
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
、
東
条
英
機
内
閣
打
倒

を
試
み
た
こ
と
か
ら
警
視
庁
に
検
束
さ
れ
た
後
に
憲
兵
隊
の
取
り

調
べ
を
受
け
、
帰
宅
後
に
割
腹
自
殺
し
た
。
中
野
の
葬
儀
委
員
長

を
務
め
た
緒
方
は
、
柴
田
を
介
し
て
、
ま
た
書
簡
に
よ
っ
て
、
蘇

峰
と
の
間
で
中
野
の
顕
彰
碑
建
立
に
つ
い
て
相
談
を
し
て
い
る
。

緒
方
は
、
翌
年
一
〇
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
中
野
の
一
周
忌
法
要

に
お
い
て
、
蘇
峰
が
寄
せ
た
追
悼
文
を
柴
田
が
代
読
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
翌
日
に
は
蘇
峰
が
撰
文
し
、
頭
山
の
筆
に
な
る
「
魂
」
を

冠
し
た
顕
彰
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
書
簡
に
て
蘇
峰
に

報
告
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
緒
方
の
国
士
舘
へ
の
関
与
や
葬
儀
に
際
し
て
の
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行
動
は
、
同
郷
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
根
底
に
は
、
同
郷
者
に
対

す
る
親
近
感
だ
け
で
は
な
く
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
反
共
産
主

義
が
あ
っ
た
。

緒
方
は
、
日
独
防
共
協
定
に
対
す
る
一
般
の
認
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
民
間
有
志
の
集
ま
り
で
あ
る
「
日
独
防
共
協
定

強
化
同
志
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。
反
共
主
義
の
立
場
が
鮮
明
で
あ

る
こ
の
団
体
の
「
宣
言
」（
一
九
三
七
年
九
月
三
日
、
可
決
）
を

起
草
し
た
の
は
蘇
峰
で
あ
り
、
頭
山
、
中
野
、
柴
田
な
ど
も
名
を

連
ね
た
。
緒
方
、
柴
田
な
ど
が
参
加
し
た
実
行
委
員
会
は
、
協
定

締
結
一
周
年
の
祝
賀
会
や
記
念
講
演
会
な
ど
を
企
画
・
開
催
し

た
。
イ
タ
リ
ア
が
防
共
協
定
に
加
わ
っ
た
翌
年
の
一
九
三
八
年
二

月
に
は
「
日
独
伊
防
共
協
定
強
化
同
志
」
と
改
称
し
、
同
年
一
一

月
二
四
日
に
は
有
田
八
郎
外
相
の
ほ
か
、
駐
日
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ

ツ
両
大
使
、
満
州
国
大
使
、
貴
族
院
議
員
、
陸
・
海
軍
人
、
官
僚

な
ど
三
五
〇
余
名
参
加
の
も
と
、
防
共
協
定
締
結
の
記
念
祝
賀
会

を
開
催
し
て
お
り
、
緒
方
、
柴
田
も
出
席
し
て
い
る
。
日
独
伊
三

国
同
盟
が
締
結
さ
れ
た
翌
月
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
二
一
日
に
日

比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
「
大
詔
奉
戴
三
国
同
盟
推
進
大
会
」

に
は
、
柴
田
、
花
田
半
助
と
い
っ
た
国
士
舘
関
係
者
ら
と
と
も
に

緒
方
も
参
加
し
、
緒
方
の
発
声
に
よ
っ
て
「
日
独
伊
三
国
同
盟
の

万
歳
」
が
三
唱
さ
れ
た
。

緒
方
は
、
一
九
四
〇
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
朝
日
新
聞
の
方
針

を
決
定
す
る
編
集
会
議
に
お
い
て
、
国
際
政
治
に
お
け
る
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
比
重
が
重
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

防
共
協
定
の
関
係
か
ら
日
独
伊
三
国
同
盟
に
反
対
で
き
な
い
旨
の

発
言
を
し
て
い
る
。
緒
方
の
こ
の
発
言
の
背
景
に
は
、
上
述
し
た

よ
う
に
反
共
産
主
義
を
掲
げ
る
団
体
に
お
け
る
具
体
的
な
行
動
が

あ
り
、
そ
こ
で
の
人
脈
は
同
郷
者
や
国
士
舘
の
そ
れ
と
重
な
っ
て

い
た
。三

　
戦
後
の
国
士
舘
と
の
関
わ
り

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
五
月
一

日
、
緒
方
は
交
詢
社
に
お
い
て
国
士
舘
再
建
の
た
め
に
開
催
さ
れ

た
会
議
に
出
席
し
た
。
略
歴
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
緒
方
の
公
職

追
放
が
解
除
さ
れ
た
の
は
一
九
五
一
年
八
月
で
あ
り
、
解
除
に

よ
っ
て
学
校
法
人
（
一
九
四
六
年
一
月
、
財
団
法
人
の
名
称
を
国

士
舘
か
ら
至
徳
学
園
に
改
称
、
五
一
年
三
月
に
学
校
法
人
至
徳
学

園
と
な
る
）
へ
の
関
与
が
表
だ
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
、
会
議
へ
出
席
し
た
理
由
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
会
議
に
は
、
緒

方
や
柴
田
の
ほ
か
、
元
外
相
で
緒
方
や
柴
田
ら
と
と
も
に
防
共
協

定
強
化
同
志
と
し
て
活
動
し
た
経
験
を
も
つ
有
田
八
郎
な
ど
計
八

名
が
出
席
し
て
い
る
。
会
議
と
同
日
の
日
付
が
記
さ
れ
、
緒
方
の
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起
草
と
さ
れ
て
い
る
「
国
士
舘
再
建
趣
意
書
」
に
は
、
敗
戦
後
の

占
領
政
策
に
よ
っ
て
至
徳
学
園
と
改
称
し
た
が
、
国
士
舘
の
名
称

を
復
す
る
と
し
た
宣
言
に
続
い
て
、
以
下
の
文
章
が
あ
る
。

然
ら
ば
、
本
当
の
人
間
と
は
何
で
あ
る
か
。
今
の
世
に
お

い
て
は
何
等
特
別
の
徳
操
で
は
な
い
。
常
識
で
あ
る
。
平
衡

を
得
た
人
格
で
あ
る
。
狂
人
が
走
つ
て
も
共
に
駆
け
出
さ
な

い
平
常
心
の
持
主
で
あ
る
。
事
は
極
め
て
平
凡
の
様
で
あ
る

が
、
如
何
な
る
威
武
の
下
に
も
、
如
何
な
る
誘
惑
の
前
に
も

能
く
平
常
心
を
失
は
ず
、
判
断
を
誤
ら
な
い
こ
と
は
容
易
の

如
く
に
し
て
決
し
て
容
易
で
な
い
。
而
し
て
そ
れ
を
能
く
す

る
と
否
と
は
、
殆
ど
繋
つ
て
常
識
を
具
足
す
る
か
否
か
に
あ

る
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
空
前
の
総
罷
業
が
行
は
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が

腰
砕
け
に
終
つ
た
時
、
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
首
相
は
「
こ
れ
は
英

国
民
の
常
識
の
勝
利
だ
」
と
叫
ん
だ
。
正
に
そ
れ
は
政
府
権

力
の
勝
利
で
な
く
、
国
民
常
識
の
勝
利
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

例
を
イ
ギ
リ
ス
に
求
め
る
ま
で
も
な
い
。
古
来
国
を
危
く
す

る
も
の
は
平
衡
の
喪
は
れ
た
心
で
あ
り
、
国
の
根
幹
が
常
識

に
よ
つ
て
固
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
動
乱
の
中
に
立
つ
て
も
国

は
危
く
な
い
。
国
士
舘
の
養
成
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
こ
の

常
識
で
あ
り
、
如
何
な
る
誘
惑
の
前
に
も
平
常
心
を
喪
は
な

い
人
格
で
あ
る
。

今
日
の
教
育
に
つ
い
て
種
々
の
批
判
を
聞
く
な
か
に
、
最

も
大
な
る
欠
陥
は
、
そ
の
教
育
の
方
針
が
国
の
常
識
と
懸
け

離
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
学
問
の
自
由
を
叫
ぶ
う
ち
に
教

育
の
目
的
を
忘
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
役
に
立
つ
人
を
作
る

代
り
に
役
に
立
た
な
い
人
を
作
り
つ
ゝ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

国
士
舘
は
深
く
日
本
の
将
来
を
考
へ
、
国
の
常
識
に
基
い
て

役
に
立
つ
人
間
を
作
り
た
い
、
そ
れ
が
念
願
で
あ
る
。

［
後
略
］

緒
方
の
起
草
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
新
聞
記
者
と
し
て
、
ま
た

東
久
邇
宮
内
閣
で
は
首
相
の
演
説
や
放
送
な
ど
の
原
稿
を
、
吉
田

内
閣
で
は
首
相
の
演
説
草
稿
の
作
成
を
行
う
な
ど
健
筆
を
ふ
る
っ

た
実
績
に
よ
る
た
め
だ
ろ
う
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
・
経
営
者

が
石
炭
産
業
の
合
理
化
を
要
求
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
労
働
組
合

会
議
（
労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）
が
一
九
二
六
年
五

月
四
日
か
ら
一
二
日
に
か
け
て
実
施
し
た
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ

キ
を
例
示
し
て
述
べ
て
い
る
「
国
民
常
識
」
に
つ
い
て
は
、
同
様

の
表
現
が
緒
方
の
他
の
文
章
に
み
ら
れ
る
。
一
九
五
五
年
一
一
月

の
自
民
党
結
党
直
後
、
日
本
に
お
け
る
二
大
政
党
制
の
今
後
の
あ

り
方
を
論
じ
た
「
私
の
政
治
理
念
」
に
お
い
て
、
緒
方
は
「
国
民

の
常
識
」
に
規
定
さ
れ
た
国
策
の
「
共
通
な
広
場
」
が
あ
る
イ
ギ
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リ
ス
の
二
大
政
党
制
で
は
円
滑
な
政
権
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
自
民
党
と
社
会
党
と
の
間
に
「
国
民
の
常
識
」
に

規
定
さ
れ
た
「
共
通
の
広
場
」
は
無
く
、
こ
の
た
め
当
分
は
「
保

守
勢
力
が
祖
国
再
建
に
当
る
ほ
か
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
再
建
趣
意
書
」
の
文
章
と
通
底
す
る
も
の

が
あ
り
、
趣
意
書
に
緒
方
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
緒
方
に
よ
る
二
大
政
党
制
の
基
礎
と
し
て
も
主
張
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
「
国
民
の
常
識
」、「
再
建
趣
意
書
」
の
表
現
で
は

「
如
何
な
る
誘
惑
の
前
に
も
平
常
心
を
喪
は
な
い
人
格
」
の
「
養

成
」
に
加
え
て
、「
国
の
常
識
に
基
い
て
役
に
立
つ
人
間
を
作
」

る
こ
と
な
ど
が
、
対
日
平
和
条
約
が
発
効
し
日
本
が
独
立
し
た
直

後
の
時
期
に
、
国
士
舘
の
教
育
方
針
と
し
て
示
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
後
に
こ
の
「
再
建
趣
意
書
」
は
政
治
家
・
財
界
人
・
文
化
人

な
ど
二
八
五
名
の
署
名
を
得
て
、
国
士
舘
の
募
金
活
動
に
活
用
さ

れ
た
。

一
九
五
二
年
八
月
五
日
に
は
、
国
士
舘
の
発
展
を
支
え
続
け
る

こ
と
に
な
る
「
国
士
舘
大
学
維
持
員
会
」
が
発
足
し
た
。
顧
問
総

代
の
緒
方
や
会
長
に
就
任
し
た
小
坂
順
造
（
信
越
化
学
工
業
社
長

で
あ
り
、
戦
前
、
防
共
協
定
強
化
同
志
と
し
て
、
緒
方
や
柴
田
と

と
も
に
活
動
）
ら
政
界
・
財
界
な
ど
か
ら
五
二
名
が
会
員
と
な
っ

た
。
緒
方
ら
維
持
員
な
ど
か
ら
は
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
緒
方
は
幅
広
い
人
脈
に
よ
っ
て
国
士
舘
を
支
え
た
。
緒

方
や
柴
田
と
同
じ
福
岡
県
出
身
で
文
部
官
僚
で
あ
っ
た
剱
木
亨
弘

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
柴
田
は
日
曜
・
祭
日
を
除
く
早
朝
、
緒
方
家

に
日
参
し
、
緒
方
か
ら
の
紹
介
状
を
持
っ
て
有
力
者
を
訪
ね
、
学

園
再
建
へ
の
協
力
を
懇
請
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
緒
方
は
剱
木
を

自
邸
に
招
き
、
柴
田
と
引
き
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
後
、
柴
田
は

緒
方
家
訪
問
の
帰
り
に
剱
木
家
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
り
、
短
期

大
学
設
立
に
関
し
て
相
談
を
す
る
な
ど
し
た
と
さ
れ
る
（
剱
木
亨

弘
『
戦
後
文
教
風
雲
録
―
続
牛
の
歩
み
』
小
学
館
、
一
九
七
七

年
、
一
七
七
～
一
七
九
頁
）。
国
士
舘
短
期
大
学
は
一
九
五
三
年

四
月
に
創
設
さ
れ
、
同
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
入
学
式
お
よ
び

開
学
式
に
は
、
蘇
峰
や
緒
方
な
ど
維
持
員
が
臨
席
し
た
。

緒
方
ら
維
持
員
な
ど
二
一
名
が
出
席
し
て
、
一
九
五
五
年
五
月

一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
国
士
舘
再
建
感
謝
報
告
会
」
に
お
い

て
、
柴
田
が
体
育
武
道
の
教
員
養
成
を
軸
と
す
る
大
学
の
創
設
に

向
け
て
支
援
を
訴
え
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
翌
年
四
月
、
短
期

大
学
に
体
育
科
が
増
設
さ
れ
た
。
自
民
党
結
党
の
後
、
党
総
裁
代

行
委
員
と
な
っ
た
緒
方
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
が
、
一
九
五
五
年

一
一
月
二
五
日
、
体
育
科
の
増
設
に
伴
っ
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
新
体
育
館
（
後
の
「
第
一
体
育
館
」）
の
上
棟
式
に
訪
れ

て
い
る
。
一
九
五
六
年
一
月
二
八
日
、
緒
方
が
急
死
し
た
た
め
、

一
九
五
七
年
一
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
新
体
育
館
の
落
成
式
で
は

「
緒
方
竹
虎
先
生
一
週（

周
）年
祭
」
を
合
わ
せ
て
行
い
、
緒
方
の
遺
徳
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を
偲
ぶ
機
会
と
し
た
。
緒
方
の
妻
、
息
子
な
ど
が
来
賓
と
し
て
招

待
さ
れ
、
ま
た
体
育
館
正
面
に
は
記
念
と
し
て
上
棟
式
に
訪
れ
た

際
の
緒
方
の
写
真
が
拡
大
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
緒
方
な
ど
の
支
援

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
短
期
大
学
体
育
科
は
、
一
九
五
八
年
四
月

に
創
設
さ
れ
る
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
へ
と
受
け
継
が
れ
る
こ
と

に
な
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
緒
方
と
国
士
舘
と
の
関
係
は
戦

前
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
広
い
人
脈
を
も
ち
、
ま
た
政
治
家
と
し

て
の
存
在
感
が
増
し
た
戦
後
の
緒
方
は
、
政
界
・
財
界
・
官
界
の

様
々
な
人
物
の
国
士
舘
に
対
す
る
支
援
を
取
り
付
け
る
上
で
重
要

な
存
在
で
あ
っ
た
。

緒
方
は
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
五
月
二
七
日
、
多
忙
な

国
会
の
合
間
を
縫
っ
て
母
校
で
あ
る
修
猷
館
高
校
の
創
立
七
〇
周

年
記
念
式
に
出
席
し
、
若
者
た
ち
に
対
し
て
日
本
の
再
建
に
必
要

不
可
欠
で
あ
る
の
は
「
国
民
の
独
立
の
気
魄
」
を
取
り
戻
す
こ
と

で
あ
る
と
訴
え
た
。「
気
魄
」
は
、
柴
田
が
掲
げ
、
現
在
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
国
士
舘
の
教
育
理
念
を
示
す
四
徳
目
「
誠
意
・

勤
労
・
見
識
・
気
魄
」
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
緒
方
と
柴
田
の
二

人
の
交
流
が
継
続
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
気
魄
」
と

い
う
言
葉
で
象
徴
さ
れ
る
価
値
観
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

1955 年 5月　国士舘再建感謝報告会
（国士舘史資料室所蔵）


